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中国の北方では十三世紀に車Irしい欲的が勃興し、中国文学史を代表する文学ジャンルへ
と発展した。この新しい歌山は、小唄として楽しまれた 「散山」と、オペラとして楽しま
れた「元雑劇」の二つに分類されるが、ともに同じ音楽を用い、様式や作者、~:欣"0者も共
通していたため、流行した時代を取って阿純を 般には「元l也Jと一括する。隙文車i!は、
この「元山Jのうち特に演劇に焦点を当て、 H寺に rl放曲」にも論及しつつ、「元$lfu年IJ研究j
を展開する。 本論文は、問題の焦点と全体の梢成を説明した「序言ーj 、第一部「球境と lt~J;(J、
第二部「パロディー精神と文学性J、第三部「恋愛維j剃の分類とその主!泊j、ならびに「結
語Jからなり、 400字詰原稿用紙換算で約 450枚である。
第一部「疏境と背紋」では、「元$ltl~IJJ が上演された弘，1jJtや時代7Tiitが論じられ、主に
『竹~舟J W販*船』という 二作品が扱われる。 第一章 rW竹JI~舟』考」では、『竹'íI~舟』の
現存するj設古のテキス卜が取り上げられ、そこに見られる傑式上の不体裁に治目して、そ
の不体放がどのような経総によって生まれたか、上演上の|問題にも論及しながら現存テキ
ストの生成過程が論じられる。第二l;'trW蘇卿物語』考Jでは、妓女の恋愛を倣って元朝J切
にj最も影物カをもった WJ仮茶船JJ華IJが扱われ、同H寺代に脅かれた多くの「倣曲」をもとに、
今日は失われてしまったその物諮の内容を考祭し、それがどのような変遷をたどって、ど
のような観点から 1r~:き換えられたかを明らかにする。
第二部「パロディー精神と文学性Jでは、「元$IEJ草IJを特徴付ける1寺代:f，';-t中と文学性が
論じられ、主に W，.放風雌JW揚州喜子JW両世因縁』の三作品が扱われる。第一1;1:rW救風雌』
と『揚州夢Jでは、「元幽」を代表する作家、|品l淡卿と伐吉とが取り上げられ、従来から
ある定番のストーリー展開が彼らによってどのように書き換えられたかを明らかにし、彼
らの書き換えj原理に当時の時代精神を見ょうとする。また第二指「玉術の物ruJでは、「玉
術の物語Jを扱った府代から明末に及ぶ数々の作品が取り上げられ、元朝lUIの『阿世因縁』
!剥がその中でどのような位置にあるかを論じ、あわせて f元締劇Jの文学性の一端を考察
する。 また、第三部「恋愛$If~劇の分類とその主題j では、 恋愛を倣う「元$II~J剥 J の哀の主
題が何であったのかを、従来から行われた雑j剥全般の分煩法とからめて考察し、また付論
「文学史における「曲Jの位置付けJでは、「柏文学j全般と伝統文学の関係が幾つかの断
面として扱われる。付論第一li1r杜仁傑の文学論Jでは、金元交代}引を生きた伝統的知識
人、社仁傑がいかにして「元曲」の作者になったかを、彼の文学論と「散曲」等の実作を
対照して明らかにし、また第二篇「歌と物語の世界Jでは、小説と歌曲の関係を「楽府j
や「詞」もまじえて概観する。
本論文は「元曲jという一つの文学ジャンルを扱い、議論や観点の多彩さはあるものの、
全体が一つの問題意識によって貫かれているとは必ずしも言えず、最終章の付論「文学史
における「曲」の位置付けJにいたっては、それまでの議論と無関係な、正し< r付論j
の印象を免れなし、。また、第二部第一章「パロディー精神と文学性j と第三部「恋愛雑劇
の分類とその主題」はともに元雑劇中の恋愛劇を扱い、取り上げられる作品も一部重復す
るが、帰納される結論は若干異なり、両者の間に多少の矛盾が見られないわけではない。
論文中に頻用され石用語についても、時に厳密な概念規定が行なわれないまま議論が進め
られ、論理炭開に暖昧な点がーfl見られないわけではない。その意味で本論文筆者が課題
とすべき点は少なくないが、にもかかわらず本論文は、次の諸点において独創j性を示し、
大きな成燥を上げたといえる。
まず第一部第一市 rW竹栄舟』考」では、台本としてきわめて不完全な元刊本『竹築舟』
l測に級々な「不体裁」を発見し、その「不体裁Jがなぜ生じたか、原因を究明する形でテ
キストの成立過程が論じられ、本j測の台本がいくつかの部分の「継ぎ接ぎJであることを
説得力をもって明らかにした。本命文は、現存テキストに対する文献a学的な詳細な分析と、
演劇研究全般がもつべき社会史的なアプローチとを見事に融合したものであり、そこから
得られた結論や分析方法は、今後の元副1研究、*年に元刊本元雑J~IJ研究に新たな視野を IJf.J く
ものである。
また、本論文の付論第一消防1:仁傑の文学論」では、金元交代期lを生きたキ土仁傑という
文人がし、かにして「元11Jの作者になったか、彼の伝統文学世界における文学到!論や実作
を分析することによって、文学者の内的なメカニズムと時代の潮流の|荷而から明らかにし
た。従来の中国文学研究では伝統文学と俗文学とは別々に論じられ、両者の関係が切jらか
にされることはなかったが、本論文においては同時代の文化現象として両者が同じ組上に
上され、しかも、いわゆる「俗文学」を単なる「戯作j とせず、伝統文学から派生した日IJ
柿の文学的営為とする新たな観点を示した。本論文が示したこうした示唆もまた、中国文
学研究に新たな視野を聞くものといえる。
また本論文の第一部第二軍 rW!b例目l物諮』考Jは、今日は失われてしまった『販茶船』劇
の内符を考察することによって、「小説Jr元利除IJrl¥i(曲Jという三つの文学ジャンルが「蘇
卿lと双漸の物語Jにどのような変絡をもたらしたかを追跡しようとしたものであり、「元IlI1J
の文体上の制約と特徴が物訴の伝承にし、かなる影響を与えたかを考探したものと 昌えるの
また第二部の論旨でも明らかなように、本論文は元~~Î;瑚lの最も重要な特徴をその11王Jl.R:なパ
ロディー精神に見ょうとするものである。「元利fU剃」に見られる風刺性は従来ーからしばしば
取り上げられてきたが、本論文はその風刺性に「パロディー精神」という用語をあてはめ、
伝統的な慨念である「滑稽jや現実主義的な物の見方、合理精神と結びつけて論じた。そ
の若IJ¥!点のよさ、独創性は高くiW自lIiされてよい。
よって、本論文を怖士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
